
国名：スーダン共和国
首都：ハルツーム
1983年から20年以上続いた内戦により
経済が疲弊し、2011年の南スーダン独
立により石油収入の減少など大きな打
撃を受けた。国民への医療サービスが
十分とはいえず、特に地方の農村部は
慢性的な医師不足で、設備の整った病
院も少ない。

Th

e Republic of the Sudan

スーダン

. '

す
妊
産
婦
が
安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
も
と
も
と
触
診
や
ト
ラ

ウ
ベ
と
い
う
独
特
の
聴
診
器
で
診
察
し

て
い
た
助
産
師
た
ち
は
、
研
修
で
パ
ソ

コ
ン
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
胎
児

の
様
子
を
目
に
し
て
驚
き
つ
つ
、
ス
キ

ル
習
得
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
っ
た
。

「
妊
産
婦
に
対
し
て
、
エ
コ
ー
画
像
を

見
せ
な
が
ら
胎
児
の
状
態
を
説
明
で
き

る
の
で
説
得
力
が
あ
り
、
妊
婦
も
安
心

し
て
出
産
に
臨
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
」
と
河
村
さ
ん
は
話
す
。

　
事
業
の
期
間
中
に
は
45
人
の
助
産
師

に
よ
っ
て
5
5
7
2
人
も
の
妊
産
婦

の
エ
コ
ー
診
断
が
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち

異
状
が
疑
わ
れ
る
症
例
が
1
4
0
8

件
発
見
さ
れ
た
。
と
く
に
自
然
分
娩
に

リ
ス
ク
の
あ
る
妊
産
婦
に
対
し
て
は
、

帝
王
切
開
が
可
能
な
上
級
病
院
へ
行
く

よ
う
促
す
こ
と
も
で
き
た
。

「
助
産
師
た
ち
が
身
に
つ
け
た
エ
コ
ー

技
術
は
、
妊
産
婦
・
新
生
児
の
死
亡
率

の
低
減
に
大
き
く
役
立
ち
そ
う
だ
と

ス
ー
ダ
ン
政
府
が
認
識
し
た
こ
と
も
大

き
な
収
穫
で
し
た
」

　
現
在
は
ま
だ
助
産
師
に
よ
る
エ
コ
ー

診
断
は
法
律
上
認
可
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
時
的
に
許
可
を
得
て
行
っ
た
こ
の
試

験
運
用
の
成
果
を
受
け
て
、
政
府
は
認

可
の
方
向
で
法
整
備
を
始
め
て
い
る
。

超
音
波
エ
コ
ー
の
I
T
化
は

開
か
れ
た
医
療
の
幕
開
け

　
河
村
さ
ん
は
今
、
ス
ー
ダ
ン
で
得
た

経
験
を
生
か
し
て
50
か
国
以
上
で
エ

コ
ー
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
な
る
目
標
に
掲
げ
る
の
は
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
無
償
の
「
エ

コ
ー
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
開
発
だ
。

「
た
と
え
ば
ア
フ
リ
カ
の
地
方
の
集
落

で
、
経
験
の
浅
い
医
師
が
エ
コ
ー
を

使
っ
て
診
察
を
行
い
、
そ
の
動
画
と
質

問
を
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
そ

れ
を
見
た
エ
コ
ー
診
断
の
高
い
技
術
を

持
っ
た
医
師
が
遠
隔
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
ん
な
、

医
療
学
習
の
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
参
加
す
る
人
た
ち
が
自
由

に
使
用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
基
盤
）
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
共
有
さ
れ
て

い
る
多
く
の
疾
患
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、

へ
き
地
に
勤
務
す
る
医
師
も
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

今
年
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る

た
め
の
事
業
が
始
ま
る
予
定
で
、
こ
ち

ら
も
J
I
C
A
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

は
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
中
・
先
進
国

の
健
康
管
理
を
気
づ
か
う
世
代
や
、
自

宅
で
介
護
を
行
う
家
庭
に
導
入
す
る
こ

と
も
想
定
し
て
い
る
。
自
分
で
お
腹
に

エ
コ
ー
を
当
て
患
部
の
状
態
を
観
察
で

き
る
よ
う
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
教
育
を
受

け
た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス

し
て
自
分
の
動
画
と
疾
患
例
を
比
較
で

き
る
よ
う
に
も
す
る
。
そ
の
利
用
料
で

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
考
え
だ
。

「
こ
こ
で
得
た
利
益
を
も
と
に
エ
コ
ー

助
産
師
の
エ
コ
ー
検
診
が

妊
婦
の
命
を
救
う

　
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
妊
産
婦
と
新
生
児

の
死
亡
率
が
世
界
平
均
を
大
幅
に
上
回

る
。
医
師
の
数
も
人
口
数
万
人
に
一
人

と
非
常
に
少
な
く
、
医
師
に
よ
る
診
療

だ
け
で
は
〝
対
処
し
き
れ
な
い
〞
の
が

現
状
だ
。
そ
こ
で
、
沖
縄
県
の
「
レ
キ

オ
・
パ
ワ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
代
表

の
河
村
哲
さ
ん
は
、
誰
も
が
扱
い
や
す

く
シ
ン
プ
ル
な
機
能
の
み
を
持
ち
安
価

な
、
途
上
国
向
け
の
超
音
波
エ
コ
ー
装

置
（
以
下
、
エ
コ
ー
）
の
開
発
に
着
手

し
た
。
エ
コ
ー
と
は
、
妊
産
婦
と
胎
児

の
健
康
状
態
を
超
音
波
と
画
像
を
使
っ

て
調
べ
る
機
器
。
日
本
で
は
当
た
り
前

に
使
わ
れ
て
い
る
が
ス
ー
ダ
ン
に
は
少

な
く
、
妊
娠
時
の
異
状
に
気
づ
き
づ
ら

か
っ
た
。
河
村
さ
ん
は
J
I
C
A
の

企
業
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、

15
年
11
月
か
ら
18
年
5
月
ま
で
エ
コ
ー

の
試
験
運
用
を
行
っ
た
。

　
目
的
は
、
助
産
師
が
エ
コ
ー
の
操
作

を
学
び
、
医
師
が
い
な
い
地
域
に
暮
ら

超音波エコー装置が
保健サービスを変える

妊産婦の安全な出産のために、医師でなくても使える
超音波エコー装置の普及に努める日本の企業がある。

「レキオ・パワー・テクノロジー」は
スーダンでの普及・実証事業の経験を生かして、

新たな医療システム開発に挑戦している。
文⃝松井健太郎

1997年、住友ベークライト入社。エンジニアと
して電気電子部品向け高機能樹脂の開発
に携わる。2005年、ドリームインキュベータに
入社し、経営コンサルタントとして大企業の技
術系事業戦略策定などを手がける。11年、レ
キオ・パワー・テクノロジーを創業。18年、経
済産業省が主催するスタートアップ企業支援
プログラム「J-Startup企業」に選ばれた。

レキオ・パワー・テクノロジー代表
河村 哲（かわむら・てつ）さん

これまで産前健診はトラ
ウベを使うのが一般的
だった。耳で心音を聴い
て診断するため、医療
従事者の経験や勘に頼
るところが大きかった。

スーダンでの普及・実証
事業で使用した超音波エ
コー装置。USB電源のた
めパソコンにつないで使え
る。日本のエコー装置は多
機能で価格も500万円～
と高価だが、途上国向け
にシンプルな機能にまとめ
て20万円代を実現した。

After エコーの操作を学んだことで、多くの助産師が妊産婦や胎児の様子をわか
るようになった。またエコーは産前検診だけでなく、肝臓、すい臓、腎臓など
の病気も見つけやすい。男女を問わずに有効だ。

Before

誰もがエコー検診できる装置で
受診者数と検診精度がアップ

チェンジ！
重量約170g

携帯性にも優れる

超音波画像診断装置を活用した母子保健の
向上に関する普及・実証事業

（2015年11月～2018年5月）

案件名

レキオ・パワー・テクノロジー（沖縄県）提案企業

の
製
造
を
増
や
し
て
開
発
コ
ス
ト
を
下

げ
、
よ
り
安
価
な
製
品
を
途
上
国
に
届

け
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
も
、
ゆ

く
ゆ
く
は
A
I
（
人
工
知
能
）
に
よ

る
教
育
や
状
態
観
察
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と
河
村
さ
ん
は
力
を

込
め
て
話
す
。
J
I
C
A
の
協
力
を

足
が
か
り
に
、
I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
を
駆
使
し
た
未
来
の
医
療
に
新
た

な
形
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

が変わる暮らしイノベーションで

研修には45名の助産師
が参加。エコー検診技
術を習得したことで、よ
り確実な検診を行えるよ
うになった。

スーダンにおける河村さんの活動は長く、2012年には無医村地
域に医療機器を搭載したDr.カーを走らせる事業に参加した。この
とき妊産婦検診に超音波エコー装置が必要と気づいたと話す。

Dr.カー（移動型診療所）プロジェクト

パソコンに映し出される
エコー画像。胎児の心臓
の動き、胎盤の位置、羊
水量などをチェック。8割
以上の助産師が診断で
きるようになった。

ハルツーム

アフリカ
イノベーションで未来を変える 
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